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ヒトの脳内に実在すると考えられる音声に
かかわる認知範疇，および音の配列・交替
にかかわる規則の解明を試みています．
主な研究トピックは以下の3つです．

1. 単語を発音する際に用いる諸特性（音韻表示）が，どのように形
成され，どのような形で記憶されているかについての解明

2. １の音韻表示が，ヒトの言語運用器官を通してどのように具現化
（線形化，強勢付与，分節音弱化）されるのかについての解明．

3. 世界中の言語の音韻現象を参照・分析し，音声変異（訛り等），
類型論，歴史的変化の観点から，1と2のモデルを構築する．

上述の 1 と 2 を，音楽演奏過程と音声産出過程を比較することで説
明すると次のようになります．1 は，演奏過程における「楽譜」に当
たるもので，ヒトが脳内に記憶している単語を発音するための諸情報
の束と言えます．

2 は，楽譜に記されている情報をもとに演奏する際に必要な (a) 楽器
の仕組みや演奏に必要な身体部位の動かし方，および (b) 演奏により
奏でられる音楽が意図通りのものかを確認するための聴覚活動にかか
わるものです．言語活動において，(a) は発声器官とそれらの動かし
方，そして (b) は聴覚器官とその機能に当たります．

研究で得られた知見をもとに，以下の知識や関連情報を提供します．

1. 諸言語の音声産出・知覚にかかわる諸特徴（発音規則等）
2. 英語や日本語をはじめとする言語の音声産出・知覚にかかわる能

力を効率良く獲得するため方法，およびその教授法
3. 英語や日本語の音声にかかわる類型論的情報の提供
4. 英語や日本語の音声変異（訛り等）に関する情報提供
5. 英語音声にかかわる模擬授業の提供
6. 音声と文字の関係にかかわる模擬授業の提供
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